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村上：皆様こんにちは。株式会社ツクルバ代表取締役 CEO の村上です。早速ですが、第 2 四半期

の決算説明を始めたいと思います。 

本日のアジェンダですが、16 時に TDnet に開示した資料に即して、ハイライト、第 2 四半期の業

績、今期業績予想についてご説明いたします。 

まずはハイライトです。 

第 2 四半期は、期初の方針である売上総利益の継続成長と営業損益の改善が想定通りに進捗しまし

て、赤字幅を大幅に縮小しました。通期の見通しについては、第 3 四半期以降、現方針を継続する

ことで、2023 年 7 月期の通期業績予想の達成を見込んでいます。 
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第 2 四半期の業績についてご説明いたします。 

カウカモ事業を中心とした事業拡大により、売上高は前年同期比プラス 26%、売上総利益は前年

同期比プラス 36%となり、高成長を継続しています。また、2022 年 2 月から取り組みを開始した

全社的なコストマネジメントにより、営業損益は前年同期比で 1 億 6,200 万円のプラスと大きく改

善しています。 
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こちらは通期業績予想に対する進捗です。 

上が今期の進捗率、下が前期の当初業績予想に対する進捗率です。 

ご覧の通り、最終的に上方修正を行った前期と比べても、今期の進捗率は順調に推移しています。

なお四半期ごとの計画につきましては、過去の季節性の傾向や組織の成長を勘案し、下半期に偏重

する計画となっています。 
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全社の売上高・売上総利益の四半期推移はご覧の通りです。ともに堅調に推移しております。 
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販管費及び売上総利益販管費率の推移はこちらの通りです。 

2022 年 2 月より開始したコストマネジメントの継続により、売上総利益販管費率が低減しまし

た。今後も当方針を継続しつつ売上総利益を伸長させることにより、さらなる売上総利益販管費率

の改善を見込みます。 
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セグメント別の業績はこちらです。 

主力事業であるカウカモ事業にてセグメント損益が大幅に改善しています。 

不動産企画デザイン事業の売上総利益の減少は、期初より計画されていた一部拠点の閉鎖に伴うも

のでして、計画通りの進捗となっております。 

なお、当期より、セグメントごとの業績をより適切に反映させるために、全社費用の配賦方法の見

直しを実施しています。こちらでは前年同期の数値についても新基準にて記載しております。 
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カウカモ事業の売上総利益の四半期推移ですが、前年同期比プラス 41%と堅調に推移していま

す。 
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決済ベースの GMV とテイクレート推移はご覧の通りです。 

売/買両サイドの事業拡大により、GMV は前年同期比でプラス 42%の 113 億円と堅調に推移して

おります。 

テイクレートについても 4.9%と前年同期比同水準に回復しています。 

今後も、売上総利益成長は GMV 拡大が牽引し、中長期的に構造的なテイクレート改善による収益

性向上を目指します。 
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四半期業績と事業 KPI の四半期の推移の数字はこちらに掲載しております。適宜、ご参照くださ

い。 
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続いて、この四半期における主な取り組みです。 

期初公表の損益計画の方針に基づき、カウカモ事業の継続成長と営業損益の改善に向けた取り組み

を実施しました。特に売/買両サイドでの GMV の拡大、コストマネジメントの強化、こちらの成

果が顕著に出ていまして、通期の業績予想に対して順調に進捗しております。 

A の売/買両サイドでの GMV の拡大については、今期最優先で取り組みを進めています。当第 2

四半期も現状に推移しておりまして、今後の成長を牽引する想定です。 

B の構造的なテイクレート改善の継続推進についてですが、着実に取り組みを継続し、中長期での

向上を企図しています。 

C のコストマネジメントの強化については、期初より全社横断で取り組みを進めております。この

取り組みの詳細については、先ほど 8 ページにてお伝えをした、「販管費及び売上総利益販管費率

の推移」をご参照ください。 

次に本文中の A1 から A3 と記載されている部分、及び B の構造的なテイクレート改善の継続推進

の状況について、詳しくご説明いたします。 
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まず、買主向けの営業体制についてですが、2023 年の 1 月末の稼働人は前期比プラス 34%と順調

に増加しておりまして、取引件数拡大による GMV 成長に着実に貢献しています。引き続き、人材

の採用・育成の強化に取り組み、営業体制を拡充していきます。 
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次に、買主向けの購入付帯サービスですが、昨年度から開始した自社企画商品である定額パッケー

ジリノベーションサービスの販売強化により、上半期比較で、契約件数は前年同期比で 77%増

加、平均収益単価も 15%向上しております。 

今後も商品の拡充及び販売の強化を行っていきます。 
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続いて、売主向けサービスですが、当期から媒介物件の販売に注力したことにより、個人売主仲介

の GMV は上半期比較で、前年同期比プラス 100%と拡大しました。 

引き続き、売主の獲得手法を継続改善しながら、媒介物件の販売を強化していきます。 
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構造的なテイクレートの継続推進の状況については、こちらのスライドでご説明しています。 

当四半期においては、リノベーションサービスを中心とした購入付帯サービスの拡大がプラスに寄

与しています。 

なお本取り組みは短期的ではなく、中長期での構造的な改善を企図しているため、今期業績予想の

前提にはテイクレートの改善を織り込んでいません。 
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最後に、2023 年 7 月期の業績予想についてです。 

通期の業績予想及び前提に変更はありません。なお、通期業績予想は売上高 40 億円、売上総利益

25 億円、営業損益マイナス 2.2 億円です。 

事業に関する説明は以上となります。 

なお、インベストメント・ハイライトや参考資料、Q&A も添付しておりますので、そちらもぜひ

お目通しください。 
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質疑応答 

 

村上 ：それでは質疑応答に移りたいと思います。今回の決算発表の内容などについてご質問があ

る方は、Zoom の下部にある Q&A からご質問をご記入ください。 

なお適時開示として、金利動向に関する当社の見通しなども適時開示でプレスリリースを出してお

りますので、ぜひご参照いただければと思います。 

ご質問が今のところ来ておりませんので、少し私からお話をさせていただきたいと思います。 

今期はウクライナ情勢や金利動向など、また昨今ではシリコンバレーバンクの破綻報道など、激動

の変化が起こっています。 

一方、当社が操業している不動産流通市場においては、堅調な市場の動きとなっています。特に当

社はカウンターシクリカル、不動産業界の中では景気変動に最も強い区分である都心マンションを

商材として扱っておりますので、景気の動向を見極めながら、堅実な経営を行っていく所存です。 

そして、通期業績予想の達成を目標とし、順調な進捗率で業績が推移していると考えております。 

今回はご質問がありませんので、以上で決算説明会を終了したいと思います。 

当社としては、投資家の皆様とのコミュニケーションが非常に大事だと考えております。ぜひ、

1on1 や電話会議などを積極的に設けさせていただけますと幸いです。 

追って、IR 担当からご連絡させていただくこともあるかと思いますが、何卒よろしくお願いいた

します。 

本日は誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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